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Prime Talk Universal Audio
ユウイチロウ・ナガイ氏に訊く

ライブ・コンソール用 DSP プラットホーム
UAD-2 Live Rack

レコーディング／プロダクションの世界では今やマスト・
ツールと言っていい、「Universal Audio」の「UAD」プラット
ホーム。「Analog Devices」社製のパワフルな DSP「SHARC」
を用い、実在するハードウェアをプラグイン・エフェクトと
して再現するオーディオ・インターフェース／ DSP デバイス
だ。中でも「Apollo」シリーズと「Arrow」は世界中で大ヒッ
トを記録しており、ここ日本でも一番人気のオーディオ・イ
ンターフェースと言っていいだろう。
そして今年 5 月、そんな「UAD」プラットホームに新機軸と
なる製品が登場した。「UAD-2 Live Rack」と名付けられたこ
の製品は、UAD プラグインをライブ・サウンドの現場で使用
するための新しいデバイス。1U ラック・サイズの筐体には
DSP「SHARC」が QUAD 仕様で搭載されており、ライブ・コン
ソールと MADI で接続することで、1 台あたり 16ch のエフェ
クト処理を実現する。MADI を数珠繋ぎすることで最大 4 台

（44.1 ／ 48kHz 時）の併用にも対応しており、その場合は実
に 64ch もの大規模なエフェクト処理が可能だ。

「Universal Audio」が満を持してライブ・サウンドの世界に投
入する新製品、「UAD-2 Live Rack」。その開発コンセプトと
機能について、来日した「Universal Audio」本社のユウイチ
ロウ・ナガイ（Yuichiro Nagai）氏に話を伺ってみた。

20万人以上が愛用する
UADプラットホーム

PS　日本の音楽制作の現場で、今や

「UAD」プラットホームはスタンダード

と言っていい地位を築いています。業

務スタジオでは UAD プラグインが当

たり前のように使用され、若い人たち

の間では「Apollo」シリーズが最も人気

のあるオーディオ・インターフェース

になっています。「UAD」プラットホー

ムがここまで支持を集めた理由につい

て、メーカーとしてはどのように考え

ていますか。

ユウイチロウ・ナガイ（以下、YN）　や

はり「Apollo」シリーズと「Arrow」を発

売したことが大きかったのではないか

と思います。それまで「UAD」プラット

ホームは、若い人たちにとっては少し

敷居の高いものでしたが、「Apollo」シ

リーズと「Arrow」によって一気に身近

な存在になりました。「Apollo」シリー

ズと「Arrow」は現在も世界中で売れ続

けています。現時点で「UAD」プラット

ホームのユーザーは世界に 20 万人以

上います。しかもこの数は右肩上がり

で増え続けているのです。

PS　「Universal Audio」は イ ン タ ー

ネットで頻繁にアンケートを実施して

いますが、新規のユーザーは「UAD」プ

ラットホームのどのあたりに魅力を感

じているのでしょうか。

YN　何と言ってもプラグインのクオリ

ティですよね。みんな本音を言えば、

本物の「Manley VOXBOX」が欲しいん

です。しかし実機を手にいれるだけの

お金が無ければ、置く場所も無く、メ

ンテナンスもできない。たとえお金が

あって手に入れることができたとして

も 1 台しか使えない。そういった問題

を「UAD」プラットホームはすべてク

リアしてくれるわけです。普通のプロ

ジェクトの中であれば、実機とプラグ

インの音の違いは、まず分からないと

思います。

PS　 昨 日 の 発 表 会 で も、「Universal 

Audio」のプラグインは実機のリクリ

エイションであるということを強調さ

れていましたね。プラグイン化にあ

たって、パラメーターの設定範囲を拡

張したり、新しい機能を追加したりせ

ず、実機をそのままソフトウェアとし

て再現しているのだと。

YN　そうです。もちろん、プラグイン

によっては原音とエフェクト音をミッ

クスできる機能を追加したりしていま

すが、基本的には実機をそのままの形

でプラグイン化しています。ユーザー・

インターフェースも忠実に再現してい

ますね。皆さん実機が欲しいわけです

から、なるべく余計なことはしません。

PS　現在、ソフトウェアをアップデー

トするペースはどんな感じですか。

YN　「UAD Software」は現在、年に 4

回アップデートを行い、プラグイン

はサード・パーティー製を含めると大

体 20 製品リリースしています。プラ

グインの開発は常にいくつかの製品が

並行して進んでいて、品質チェックを

クリアできたものから順次発売してい

「Universal Audio」の新製品「UAD-2 Live Rack」。レコーディング／プロダクションの世界で人気のあ
るUADプラグインをライブ・コンソールで使用するためのユニットだ。コンソールとはMADIで接続し、
1 台あたり 16ch の処理が可能。最大 4 台併用することができ、その場合は 64ch という大規模な処理
を実現する（註：スペックはすべて 44.1 ／ 48kHz 時）

取材協力：株式会社フックアップ
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ず、実機をそのままソフトウェアとし

て再現しているのだと。

YN　そうです。もちろん、プラグイン

によっては原音とエフェクト音をミッ

クスできる機能を追加したりしていま

すが、基本的には実機をそのままの形

でプラグイン化しています。ユーザー・

インターフェースも忠実に再現してい

ますね。皆さん実機が欲しいわけです

から、なるべく余計なことはしません。

PS　現在、ソフトウェアをアップデー

トするペースはどんな感じですか。

YN　「UAD Software」は現在、年に 4

回アップデートを行い、プラグイン

はサード・パーティー製を含めると大

体 20 製品リリースしています。プラ

グインの開発は常にいくつかの製品が

並行して進んでいて、品質チェックを

クリアできたものから順次発売してい

る感じですね。ですのでプラグインに

よっては、開発に 2 年くらいかけるも

のもあります。1 つのプラグインの開

発に、ここまで年月をかけるメーカー

はなかなか無いのではないでしょう

か。私たちはプラグインについても、

ハードウェアと変わらない “ 製品 ” だ

と思っているのです。

PS　そんなペースで新しいプラグイン

を開発しているということは、社員の

数もかなり増えているのではないです

か。

YN　社員は現在約 180 名で、そのほ

とんどが開発チームに所属していま

す。個人的に嬉しいのは、製品のメン

テナンスを行う専任のチームができた

こと。「UAD」プラットホームのような

コンピューター・ベースの製品は、発

売して終わりではなく、その後のメン

テナンスが重要です。どんなに慎重に

開発を行ってもバグというのは出てき

ますし、OS や DAW がバージョン・アッ

プすれば、それに伴う不具合も発生

する。メンテナンス・チームは、そう

いった問題をクリアするのが仕事なん

です。これまでは新製品の開発チーム

がメンテナンスも行なっていましたか

ら、不具合に対応するときは製品の開

発がストップしてしまって大変だった

んですよ（笑）。しかし今は、開発がシ

リアルではなく、パラレルで進むよう

になりました。

PS　最近リリースされたプラグインの

中で、特に注目を集めたのが「Antares 

Auto-Tune Realtime」です。

YN　「Auto-Tune」は、ずっと出した

かったんですけど、なかなか我々の品

質チェックを通らなくて時間がかかっ

てしまいました。開発途中で本家の方

がバージョン・アップしてしまったり

して、3 回くらい発売を延期したので

はないかと思います。その甲斐あっ

て、「Antares Auto-Tune Realtime」は

素晴らしいプラグインに仕上がりまし

た。「Auto-Tune」にはいろいろなバー

ジョンがありますが、我々の「Antares 

Auto-Tune Realtime」が一番処理が速い

バージョンなんです。

ライブ・サウンド向け新製品
UAD-2 Live Rack
PS　 今 回 発 表 さ れ た「UAD-2 Live 

Rack」は、これまでにないライブ・サウ

ンド市場向けの製品ですが、なぜこの

タイミングで新しい市場に参入しよう

と思ったのですか。

YN　一言でいえば、ごく自然な流れで

す。我々のメインの顧客であるミュー

ジシャンは、曲を作ってアルバムを発

表し、そのプロモーションのためにラ

イブ・ツアーに出ます。ツアーが終わ

れば充電し、また曲を作ってツアーに

出る。これが彼らの “ ライフ・フロー ”

なんです。しかしこれまでの「UAD」プ

ラットホームの製品は、作曲やアルバ

ム制作のためのもので、ライブ・ツアー

に適したものがありませんでした。そ

れだったらライブ・サウンド向けの

「UAD」プラットホーム製品を作ればい

いじゃないかと思ったのが、「UAD-2 

Live Rack」開発のスタート・ポイントで

「Universal Audio」の新製品「UAD-2 Live Rack」。レコーディング／プロダクションの世界で人気のあ
るUADプラグインをライブ・コンソールで使用するためのユニットだ。コンソールとはMADIで接続し、
1 台あたり 16ch の処理が可能。最大 4 台併用することができ、その場合は 64ch という大規模な処理
を実現する（註：スペックはすべて 44.1 ／ 48kHz 時）

取材協力：株式会社フックアップ
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す。ですので、我々としては新しい市

場に参入するという意識はあまりあり

ません。ミュージシャンの “ ライフ・フ

ロー ” を考えれば、「UAD-2 Live Rack」

の開発はごく自然な流れでした。ただ、

プロジェクトがスタートしたのは約 4

年前のことで、実際に製品として発売

するまでにはかなり時間がかかってし

まいましたけどね。

PS　「UAD-2 Live Rack」の開発コンセ

プトをおしえてください。

YN　実は製品名が開発コンセプトを

表しているんですけど、長年ライブ・

サウンドの現場で使われてきたラック

の再現、これが「UAD-2 Live Rack」の

コンセプトなんです。その昔、アナロ

グ・コンソールの時代は、FOH に大き

なラックが何本もあったじゃないです

か。そしてそのラックを使ったワーク

フローも確立されていて、ボーカル

にはこのコンプと EQ、ドラムにはこ

のゲートと EQ といった感じで使うエ

フェクトが大体決まっていた。ライブ・

サウンドのエンジニアたちは、デジタ

ル・コンソールの登場以前に行ってい

たこのワークフローをとても気に入っ

ていたんです。だったら「UAD」プラッ

トホームで、巨大なエフェクト・ラッ

クとそのワークフローを再現してしま

えばいいんじゃないかと。当時エフェ

クト・ラックに入っていたアウトボー

ドは、大抵プラグインで揃っているわ

けですからね。

PS　思っていた以上にコンセプチュア

ルな製品で驚きました。

YN　開発にあたっては、ライブ・サウ

ンドのエンジニアたちにどんなものが

欲しいか話を訊いて回りました。する

と多くの人が、「その昔使っていたエ

フェクト・ラックが欲しい」と言うん

です。それで我々が開発すべき製品の

コンセプトが固まりました。ちなみに

「Universal Audio」の社長、ビル・パッ

トナム・ジュニアの兄弟は現在もライ

ブ・サウンドのエンジニアとして仕事

をしていたり、周りにはこの世界で働

く人がけっこういるんです。

PS　「UAD-2 Live Rack」の機能につい

ておしえてください。

YN　デジタル・コンソールに接続して

使用する 1U サイズのエフェクト・プロ

セッサーです。セットアップはシンプ

ルで、コンソールと MADI で接続し、

コントロール用のコンピューターと

Thunderbolt で接続すれば完了です。1

台で 16ch の処理が可能で、必要に応

じて 4 台まで併用することができます

（註：44.1 ／ 48kHz 時。88.2 ／ 96kHz

時は最大 2 台）。

　これだけだったら単に「Apollo」の入

出力を MADI に変えただけの製品に思

われるかもしれませんが、実際はそう

ではありません。「UAD-2 Live Rack」に

はこの製品のために開発した専用のコ

ントロール・ソフトウェア「Live Rack」

が付属します。「Live Rack」は、ライブ・

サウンドの世界で使われてきた巨大

なエフェクト・ラックを完全に再現し

たソフトウェアで、プラグインのイン

サートやエディット、並べ替え、プリ

セットの保存／リコールといった操作

が直感的にワン・アクションで行えま

す。DAW のように、メニューからコ

マンドを実行したり、レイヤーを切り

替えたりといったユーザー・インター

フェースではありません。また、タッ

チ操作にも対応しているので、タッチ・

スクリーンを接続すれば、ほとんどの

操作を指先で行うことも可能になりま

す。完全にライブ・サウンドに特化し

たコントロール・ソフトウェア、それ

が「Live Rack」なのです。

　また、ライブ・サウンドの世界では

信頼性も重要です。「UAD-2 Live Rack」

は 電 源 を 2 台 搭 載 し、 万 が 一 コ ン

ピューターや「Live Rack」にトラブル

が生じた場合でも、最後のオーディオ

処理がそのまま行われる設計になって

います。

PS　DSP「SHARC」は何基搭載してい

るのですか？

YN　4 基搭載した QUAD 仕様で、コ

ンフィギュレーションはこの 1 つだけ

です。使用できるプラグインの数と価

格とのバランスを考えると、QUAD が

ベストだろうという判断です。チャン

ネルあたり最大 8 つのプラグインをシ

リアル接続することができます。

PS　コンソールとの接続フォーマッ

トに MADI を採用した理由は？ Dante

や AVB といったネットワーク・フォー

マットは検討しませんでしたか。

YN　MADI が最もシンプルで、チャン

ネル数も十分、接続も安定しています

し、何より IP ではなくオーディオの

フォーマットだからです。その昔、エ

フェクト・ラックとコンソールは太い

マルチ・ケーブルで繋がっていました

が、それが MADI になったイメージで
「UAD-2 Live Rack」のために開発された専用コントロール・ソフトウェア「Live Rack」。タッチ操作対応で、プラグインのインサートや入れ替えなどを指先
で行うことができる

1U ラック筐体の「UAD-2 Live Rack」。背面にはライブ・コンソールと接続するための MADI 端子、コントロール用コンピューターを接続するための
Thunderbolt 端子、ワード・クロック入出力端子などを装備。電源が二重化されているのも大きな特徴だ

103

ブ・サウンドのエンジニアとして仕事

をしていたり、周りにはこの世界で働

く人がけっこういるんです。

PS　「UAD-2 Live Rack」の機能につい

ておしえてください。

YN　デジタル・コンソールに接続して

使用する 1U サイズのエフェクト・プロ

セッサーです。セットアップはシンプ

ルで、コンソールと MADI で接続し、

コントロール用のコンピューターと

Thunderbolt で接続すれば完了です。1

台で 16ch の処理が可能で、必要に応

じて 4 台まで併用することができます

（註：44.1 ／ 48kHz 時。88.2 ／ 96kHz

時は最大 2 台）。

　これだけだったら単に「Apollo」の入

出力を MADI に変えただけの製品に思

われるかもしれませんが、実際はそう

ではありません。「UAD-2 Live Rack」に

はこの製品のために開発した専用のコ

ントロール・ソフトウェア「Live Rack」

が付属します。「Live Rack」は、ライブ・

サウンドの世界で使われてきた巨大

なエフェクト・ラックを完全に再現し

たソフトウェアで、プラグインのイン

サートやエディット、並べ替え、プリ

セットの保存／リコールといった操作

が直感的にワン・アクションで行えま

す。DAW のように、メニューからコ

マンドを実行したり、レイヤーを切り

替えたりといったユーザー・インター

フェースではありません。また、タッ

チ操作にも対応しているので、タッチ・

スクリーンを接続すれば、ほとんどの

操作を指先で行うことも可能になりま

す。完全にライブ・サウンドに特化し

たコントロール・ソフトウェア、それ

が「Live Rack」なのです。

　また、ライブ・サウンドの世界では

信頼性も重要です。「UAD-2 Live Rack」

は 電 源 を 2 台 搭 載 し、 万 が 一 コ ン

ピューターや「Live Rack」にトラブル

が生じた場合でも、最後のオーディオ

処理がそのまま行われる設計になって

います。

PS　DSP「SHARC」は何基搭載してい

るのですか？

YN　4 基搭載した QUAD 仕様で、コ

ンフィギュレーションはこの 1 つだけ

です。使用できるプラグインの数と価

格とのバランスを考えると、QUAD が

ベストだろうという判断です。チャン

ネルあたり最大 8 つのプラグインをシ

リアル接続することができます。

PS　コンソールとの接続フォーマッ

トに MADI を採用した理由は？ Dante

や AVB といったネットワーク・フォー

マットは検討しませんでしたか。

YN　MADI が最もシンプルで、チャン

ネル数も十分、接続も安定しています

し、何より IP ではなくオーディオの

フォーマットだからです。その昔、エ

フェクト・ラックとコンソールは太い

マルチ・ケーブルで繋がっていました

が、それが MADI になったイメージで

Universal Audio
UAD-2 Live Rack
市場実勢価格：UAD-2 Live Rack Core　
340,000 円（税別）
UAD-2 Live Rack Ultimate　
670,0000 円（税別）
問い合わせ：株式会社フックアップ

6 月、東京・秋葉原のライブ・ハウスで発表会が行われ、そこでは「ヤマハ CL5」との組み合わせでデモ
が行われた

「UAD-2 Live Rack」のために開発された専用コントロール・ソフトウェア「Live Rack」。タッチ操作対応で、プラグインのインサートや入れ替えなどを指先
で行うことができる

すよね。もちろん、ネットワーク・オー

ディオのフォーマットも検討しました

が、この製品のコンセプトには合わな

いという判断です。

PS　 コ ン ピ ュ ー タ ー は、Mac ／

Windows 両対応ですか？

YN　いいえ。現時点では Mac のみの

対応です。Thunderbolt は 3 だけでな

く、1 〜 2 も大丈夫です。

PS　既存の UAD プラグインは、すべ

て使用できるのでしょうか。

YN　ごく一部対応させていないものも

あります。例えば、マスタリング用の

リミッターとか。そういうプラグイン

は先読み処理のためにレーテンシーが

大きいんですよ。なのでライブ・サウ

ンドの現場では使いものにならないと

思い、あえて対応させませんでした。

しかしほとんどのプラグインは対応し

ています。

PS　最近はレコーディングとライブ・

ミックス、両方の仕事をこなすエンジ

ニアも増えています。既に「UAD」プ

ラットホームの製品を使っている人

は、所有しているプラグインをそのま

ま「UAD-2 Live Rack」でも使用できる

のでしょうか。

YN　 も ち ろ ん で す。「UAD-2 Live 

Rack」をアカウントに紐づければ、プ

ラグインはそのまま使用できます。た

だ、「Console」ソ フ ト ウ ェ ア と「Live 

Rack」ソフトウェアは共存することが

できないので、コンピューターは別の

ものを用意するかパーテーションを分

ける必要があります。

PS　最後に、この記事を読んでいる人

にメッセージをお願いします。

YN　プロダクションの世界で人気のあ

る UAD プラグインが、遂にライブ・サ

ウンドの現場でも使用できるようにな

りました。「UAD-2 Live Rack」は、コ

ンソールとエフェクト・ラックを組み

合わせた昔ながらのワークフローをデ

ジタル環境で実現しますので、興味の

ある方はぜひ試していただきたいです

ね。プラグインの中では特にリバーブ

系がおすすめです。「UAD」プラット

ホームには、「Lexicon」や「AMS」など

優秀なリバーブ・プラグインがいくつ

も用意されていますし、リバーブとい

うエフェクトは音の世界観を変えてし

まうだけのパワーがありますからね。


